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美術館が美術館が あす３月３日あす３月３日 市役所第二庁舎に市役所第二庁舎に

移転オープンする移転オープンする 新しいコンセプトは新しいコンセプトは つつ

ながりながり ひろがるひろがる あおぞら美術館あおぞら美術館 市全体市全体

を垣根のないを垣根のない あおぞらあおぞら に見立てに見立て 人と芸人と芸

術術 文化文化 地域などをつなぐ拠点を目指す地域などをつなぐ拠点を目指す

中心市街地にある第二庁舎は、ＪＲ渋川駅や関越自動車中心市街地にある第二庁舎は、ＪＲ渋川駅や関越自動車

道渋川伊香保インターチェンジが近接。市民や観光客が立道渋川伊香保インターチェンジが近接。市民や観光客が立

ち寄りやすい立地だ。また、併設の公民館や保健センターち寄りやすい立地だ。また、併設の公民館や保健センター

を目的に訪れた人の来館を見込み、市民が美術に接する機を目的に訪れた人の来館を見込み、市民が美術に接する機

会を創出する。会を創出する。

常設展示室では、沼田市出身の彫刻家・故桑原巨守さん常設展示室では、沼田市出身の彫刻家・故桑原巨守さん

の作品を展示する。ガラス屋根に覆われた半屋外の開放感の作品を展示する。ガラス屋根に覆われた半屋外の開放感

ある室内に具象彫刻 点が並び、光と風を感じながら作品ある室内に具象彫刻 点が並び、光と風を感じながら作品

を楽しめる空間となっている。企画展示室では、 日までを楽しめる空間となっている。企画展示室では、 日まで

の間、の間、渋川の風景や思い出などを題材に作品を公募した渋川の風景や思い出などを題材に作品を公募した「渋「渋

川を愛でる美術展川を愛でる美術展20242024」を開催する。」を開催する。

企画展示室出入り口横の壁には、大きさの異なる木材が企画展示室出入り口横の壁には、大きさの異なる木材が

輪の形に並べられた「つながり輪の形に並べられた「つながり ひろがるひろがる 輪のレリーフ」輪のレリーフ」

が展示されている。芸術文化活動を通して人とのつながりが展示されている。芸術文化活動を通して人とのつながり

が輪のように広がっていくことを示す同館のシンボルだ。が輪のように広がっていくことを示す同館のシンボルだ。

同館を総合監修する名誉館長の池田政治さん（東京藝術大同館を総合監修する名誉館長の池田政治さん（東京藝術大

学名誉教授）のデザインで、輪を構成する木材には県産の学名誉教授）のデザインで、輪を構成する木材には県産の

スギを使用。同館のロゴマークのモチーフとなっている。スギを使用。同館のロゴマークのモチーフとなっている。

企画展示室前には、このレリーフをもとに名付けられた企画展示室前には、このレリーフをもとに名付けられた

「輪のホール」がある。レリーフを観賞しながら、休憩や「輪のホール」がある。レリーフを観賞しながら、休憩や

交流ができる来館者の憩いのスペースとなっている。交流ができる来館者の憩いのスペースとなっている。

自然光が差し込む常設展示室自然光が差し込む常設展示室

企画展示室横に企画展示室横に つながりつながり ひろがるひろがる

輪のレリーフ輪のレリーフ がかかるがかかる

■関越自動車道 渋川伊香保

インターチェンジから車で約７分

■ＪＲ上越線 渋川駅から徒歩約 分

渋川市美術館

桑原巨守彫刻美術館

☎0279・25・3215
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第二庁舎南側第二庁舎南側にはには 桑原さんの桑原さんの

最後の大作最後の大作 春のよろこび春のよろこび が市が市

役所通りに面してたたずむ役所通りに面してたたずむ

オープンをあすに控え ここまで関わっていただい

た関係者の皆さまに心より感謝いたします

移転前は常設展示室と企画展示室の階が違いました

が 移転後では隣同士となりました 桑原作品と市民作

品が輪のホールを通じて溶け合うように並ぶほか 通

路には渋川ゆかりの作家の作品を展示し 同じ建物内

の他施設とも調和のとれた空間になっています 輪のレリーフ は

平行に筋がそろう柾目の県産スギのみを使い 経年変化を味わえる

よう最小限の塗装に抑えました つながりひろがる シンボルを 木

の変化とともにお楽しみください

美術館は敷居が高いと思われていますが ここではジャンルを越

えた幅広い企画を考えています 多くの人のご来館をお待ちしてお

ります

調和のとれた美術館に
名誉館長 池田 政治

市民待望の新美術館が、市役所第二庁舎の

一角に完成しました。新美術館は、市民や芸

術家の創作活動の拠点になるだけではなく、

多くの人が心の癒やしを求めて足を運んでい

ただける場所です。屋外の常設展示室では風

と光の中で彫刻を、企画展示室では重厚な空

間でさまざまな作品を鑑賞いただけます。

渋川市は、民間の美術館などが立ち並ぶアルテナード

芸術の散歩道 や市内各所にある野外彫刻と共に、市全域

が「屋根のない美術館」であるという、文化の薫りあふれ

るまちづくりを進めています。

品格と潤いに満ちたまちのシンボルとなる新美術館へ、

ぜひ皆さま足を運んでください。

品格と潤いのあるまちに
渋川市長 木 勉
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